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淀
川
水
系
の
河
川
整
備
及
び
水
質
等
の
管
理
に
関
す
る
質
問
主
意
書

淀
川
水
系
は
、
そ
の
流
域
内
人
口
が
一
千
万
人
を
超
え
、
か
つ
、
産
業
が
集
積
し
た
近
畿
地
方
の
大
都
市
圏
を
貫
く
重
要
な

水
系
で
あ
る
。
「
治
水
」
「
利
水
」
の
面
か
ら
、
ま
た
、
良
質
で
、
持
続
的
な
水
資
源
を
確
保
す
る
「
環
境
」
の
面
か
ら
も
、

そ
の
河
川
整
備
や
管
理
は
、
喫
緊
の
重
要
課
題
で
あ
る
と
考
え
る
。

そ
の
観
点
か
ら
、
以
下
の
事
項
に
つ
い
て
質
問
す
る
。

一

河
川
整
備
基
本
方
針
の
策
定
状
況
等
に
つ
い
て

�

全
国
百
九
水
系
に
お
け
る
河
川
整
備
基
本
方
針
の
策
定
状
況
は
ど
の
よ
う
に
な
っ
て
い
る
か
。
ま
た
、
す
べ
て
の
水
系

に
お
け
る
河
川
整
備
基
本
方
針
に
つ
い
て
、
い
つ
ま
で
に
、
ど
の
よ
う
な
形
で
策
定
し
て
い
く
計
画
な
の
か
。

�

河
川
整
備
基
本
方
針
の
策
定
及
び
河
川
整
備
計
画
の
策
定
に
あ
た
っ
て
は
、
単
に
イ
ン
フ
ラ
整
備
等
の
ハ
ー
ド
面
で
の

対
策
だ
け
で
は
な
く
、
ソ
フ
ト
対
策
と
組
み
合
わ
さ
れ
た
、
か
つ
、
流
域
一
体
と
な
っ
て
防
災
・
減
災
に
寄
与
す
る
「
総

合
的
な
流
域
治
水
対
策
」
を
、
関
係
省
庁
が
連
携
し
講
じ
て
い
く
こ
と
が
重
要
だ
と
考
え
る
。
ま
た
、
そ
の
た
め
の
制
度

的
枠
組
み
を
構
築
す
る
こ
と
、
財
政
面
で
の
支
援
も
含
め
て
関
係
自
治
体
へ
の
支
援
策
を
整
備
す
る
こ
と
等
も
必
要
だ
と

考
え
る
が
、
現
時
点
で
の
政
府
の
見
解
と
取
り
組
み
に
つ
い
て
、
問
う
。

一



二

淀
川
水
系
の
河
川
整
備
基
本
方
針
等
に
つ
い
て

�

淀
川
水
系
の
河
川
整
備
基
本
方
針
の
策
定
に
向
け
て
、
現
在
、
ど
の
よ
う
な
検
討
が
行
わ
れ
て
い
る
の
か
。
淀
川
水
系

の
河
川
整
備
基
本
方
針
及
び
河
川
整
備
計
画
の
策
定
は
、
い
つ
ま
で
に
、
ど
の
よ
う
な
形
で
行
わ
れ
る
の
か
。

�

社
会
資
本
整
備
審
議
会
河
川
分
科
会
河
川
整
備
基
本
方
針
検
討
小
委
員
会
に
お
い
て
は
、
昨
年
十
一
月
に
開
催
さ
れ
て

以
降
、
淀
川
水
系
の
河
川
整
備
基
本
方
針
に
つ
い
て
の
検
討
が
行
わ
れ
て
い
な
い
と
承
知
し
て
い
る
が
、
事
実
か
。
事
実

で
あ
れ
ば
、
そ
の
理
由
は
何
か
。

�

淀
川
水
系
の
河
川
整
備
基
本
方
針
を
策
定
す
る
に
あ
た
り
、
歴
史
的
な
課
題
で
あ
る
「
瀬
田
川
洗
堰
の
全
閉
操
作
」
の

あ
り
方
に
つ
い
て
は
、
ど
の
よ
う
に
考
え
て
い
る
の
か
。
治
水
、
利
水
、
環
境
の
面
か
ら
、
上
下
流
が
お
互
い
助
け
合
え

る
条
理
あ
る
計
画
を
、
国
の
責
任
に
お
い
て
策
定
す
べ
き
、
と
考
え
る
が
、
政
府
の
見
解
及
び
現
在
の
検
討
状
況
に
つ
い

て
、
問
う
。

三

淀
川
水
系
流
域
委
員
会
に
つ
い
て

�

淀
川
水
系
流
域
委
員
会
の
法
的
位
置
づ
け
は
、
ど
の
よ
う
に
な
っ
て
い
る
の
か
。

�

淀
川
水
系
流
域
委
員
会
の
こ
れ
ま
で
の
活
動
や
成
果
に
つ
い
て
、
ど
の
よ
う
に
評
価
し
て
い
る
の
か
。
ま
た
、
こ
れ
ま

二



で
検
討
さ
れ
、
発
表
さ
れ
た
内
容
に
つ
い
て
は
、
今
後
、
河
川
整
備
基
本
方
針
や
河
川
整
備
計
画
に
ど
の
よ
う
に
反
映
さ

れ
る
の
か
。

�

国
土
交
通
省
近
畿
地
方
整
備
局
は
、
過
日
、
淀
川
水
系
流
域
委
員
会
の
活
動
を
、
来
年
（
平
成
十
九
年
）
一
月
を
も
っ

て
休
止
す
る
と
の
発
表
を
行
っ
た
と
承
知
し
て
い
る
が
、
そ
の
理
由
と
経
緯
を
問
う
。
そ
の
後
、
検
討
会
を
設
置
し
て
、

次
期
の
流
域
委
員
会
の
あ
り
方
を
検
討
す
る
と
の
方
針
が
出
さ
れ
た
と
承
知
し
て
い
る
が
、
設
置
予
定
の
検
討
会
に
つ
い

て
、

�
メ
ン
バ
ー
構
成
に
つ
い
て
、
�
そ
の
選
任
方
法
に
つ
い
て
、
�
検
討
す
る
内
容
と
予
定
に
つ
い
て
、

現
時
点
で
の
方
針
や
考
え
方
に
つ
い
て
、
問
う
。

四

淀
川
水
系
の
ダ
ム
計
画
に
つ
い
て

�

平
成
十
七
年
七
月
一
日
付
で
、
国
土
交
通
省
近
畿
地
方
整
備
局
は
、
「
淀
川
水
系
五
ダ
ム
に
つ
い
て
の
方
針
」
を
発
表

し
、
事
業
中
の
五
つ
の
ダ
ム
（
丹
生
ダ
ム
、
大
戸
川
ダ
ム
、
天
ヶ
瀬
ダ
ム
再
開
発
、
川
上
ダ
ム
、
余
野
川
ダ
ム
）
に
つ
い

て
、
そ
れ
ぞ
れ
方
針
を
示
し
た
。
こ
の
中
で
、
「
関
係
者
に
こ
の
方
針
を
説
明
し
、
事
業
費
、
関
係
者
の
負
担
割
合
や
ダ

ム
計
画
を
前
提
と
し
て
計
画
、
実
施
さ
れ
て
い
る
他
事
業
へ
の
対
応
な
ど
に
つ
い
て
関
係
者
と
調
整
し
て
い
き
ま
す
。
」

三



と
述
べ
て
い
る
が
、
現
在
の
調
整
の
状
況
は
ど
の
よ
う
に
な
っ
て
い
る
の
か
。

�

特
に
、
「
洪
水
調
整
の
み
で
規
模
を
縮
小
」
と
さ
れ
た
丹
生
ダ
ム
、
「
当
面
実
施
せ
ず
」
と
さ
れ
た
大
戸
川
ダ
ム
に
つ

い
て
は
、
現
在
、
ど
の
よ
う
な
調
整
が
行
わ
れ
て
い
る
の
か
。
現
時
点
で
の
課
題
は
何
か
。

�

ま
た
、
同
方
針
の
中
に
記
述
の
な
か
っ
た
「
大
津
放
水
路
二
期
区
間
」
に
つ
い
て
は
、
現
在
、
ど
の
よ
う
な
方
針
を
検

討
中
か
。

五

琵
琶
湖
の
水
質
等
に
つ
い
て

�

淀
川
水
系
の
一
部
で
あ
る
琵
琶
湖
は
、
日
本
最
大
の
湖
と
し
て
、
近
畿
一
千
四
百
万
人
の
生
活
を
支
え
る
水
源
で
あ
る

ば
か
り
で
な
く
、
四
百
万
年
の
歴
史
と
五
十
種
類
以
上
も
の
固
有
種
を
有
し
、
そ
の
水
域
の
多
様
な
生
態
系
を
支
え
る
貴

重
な
国
民
共
有
の
財
産
で
あ
る
。
最
近
の
水
質
改
善
対
策
に
よ
る
流
入
負
荷
量
削
減
に
も
か
か
わ
ら
ず
、
琵
琶
湖
の
水
質

改
善
に
顕
著
な
効
果
が
見
ら
れ
て
い
な
い
。
政
府
は
、
琵
琶
湖
の
水
質
や
生
態
系
に
つ
い
て
、
ど
の
よ
う
に
評
価
し
て
い

る
か
。
ま
た
、
水
質
汚
濁
メ
カ
ニ
ズ
ム
及
び
生
態
系
メ
カ
ニ
ズ
ム
の
解
明
を
進
め
る
た
め
の
総
合
的
か
つ
学
際
的
な
調
査

研
究
が
必
要
だ
と
考
え
る
が
、
政
府
の
見
解
及
び
取
り
組
み
状
況
に
つ
い
て
、
問
う
。

�

産
業
廃
棄
物
の
不
法
投
棄
に
よ
る
地
下
水
等
の
環
境
汚
染
は
看
過
で
き
な
い
。
平
成
十
年
に
、
施
設
設
置
計
画
上
の
深

四



さ
を
超
え
、
粘
土
層
を
貫
通
す
る
ま
で
に
土
壌
を
掘
削
し
産
業
廃
棄
物
を
埋
め
た
事
実
が
発
覚
し
、
平
成
十
一
年
に
は
、

致
死
量
の
約
十
五
倍
の
硫
化
水
素
ガ
ス
が
発
生
し
た
、
株
式
会
社
ア
ー
ル
・
デ
ィ
エ
ン
ジ
ニ
ア
リ
ン
グ
産
業
廃
棄
物
処
分

場
（
以
下
、
「
ア
ー
ル
・
デ
ィ
処
分
場
」
）
に
つ
い
て
、

�

ア
ー
ル
・
デ
ィ
処
分
場
由
来
の
地
下
水
汚
染
等
、
周
辺
環
境
の
汚
染
状
況
に
つ
い
て
、
政
府
は
現
在
、
ど
の
よ
う
に

把
握
し
、
指
導
を
行
っ
て
い
る
の
か
。

�

不
法
投
棄
等
、
環
境
汚
染
問
題
が
発
生
し
た
場
合
、
原
因
者
で
あ
る
事
業
者
に
よ
る
是
正
対
策
が
、
責
任
を
も
っ
て

適
切
に
実
施
さ
れ
る
た
め
の
制
度
を
構
築
す
る
こ
と
、
仮
に
事
業
者
が
経
営
破
綻
し
た
場
合
に
お
い
て
も
、
是
正
対
策

が
事
業
者
負
担
で
行
わ
れ
る
仕
組
み
を
構
築
す
る
必
要
が
あ
る
と
考
え
る
が
、
政
府
の
見
解
及
び
検
討
状
況
に
つ
い

て
、
問
う
。

�

環
境
汚
染
問
題
の
迅
速
か
つ
適
切
な
解
決
策
を
講
じ
る
た
め
に
、
地
方
公
共
団
体
が
代
執
行
を
行
う
場
合
の
財
政
負

担
を
軽
減
す
る
た
め
の
制
度
創
設
の
必
要
性
に
つ
い
て
の
政
府
の
見
解
を
問
う
。

右
質
問
す
る
。

五


